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特  集
アジアにおける
航空貨物と空港

　

中
国
は
、
国
土
面
積
や
地
理
的
条
件

が
ア
メ
リ
カ
に
似
て
お
り
、
航
空
貨
物

輸
送
の
発
展
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
も
大
き

い
も
の
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
実
際
に

発
展
が
本
格
化
し
た
の
は
、
改
革
・
開

放
に
と
も
な
い
ヒ
ト
・
モ
ノ
の
輸
送
需

要
が
急
増
し
た
一
九
九
○
年
代
以
降
と

遅
か
っ
た
。
ま
た
、
発
展
の
主
体
は
国

有
企
業
で
あ
り
、
政
府
に
よ
る
広
範
な

規
制
が
存
在
し
、
市
場
化
が
遅
れ
て
い

る
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
中
国
の
航
空
貨
物
輸
送

の
現
状
を
紹
介
す
る
た
め
ま
ず
第
一
に
、

航
空
貨
物
輸
送
業
界
の
概
況
と
と
も
に

各
種
の
政
府
規
制
が
運
輸
サ
ー
ビ
ス
の

発
展
を
妨
げ
て
い
る
現
状
を
み
る
。
第

二
に
、
今
後
、
業
界
を
大
き
く
変
え
る

原
動
力
に
な
る
と
み
ら
れ
る
航
空
宅
配

サ
ー
ビ
ス
の
急
成
長
と
そ
の
問
題
点
を

分
析
す
る
。
第
三
に
は
、
航
空
貨
物
行

政
の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
、
最
後
に

国
際
的
な
航
空
自
由
化
へ
の
対
応
を
み

て
い
き
た
い
。

●
航
空
輸
送
キ
ャ
リ
ア
の
現
状

　

二
○
一
四
年
末
の
航
空
輸
送
会
社

（
以
下
、航
空
キ
ャ
リ
ア
）
は
五
一
社
で
、

所
有
制
別
に
み
る
と
、
国
有
・
同
国
有

多
数
会
社
三
八
社
、
民
営
・
同
民
営
多

数
会
社
一
三
社
で
あ
っ
た
。
貨
物
輸
送

専
門
航
空
会
社
は
六
社
で
あ
る
。
貨
物

輸
送
量
（
ト
ン
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
ベ
ー

ス
で
各
社
の
シ
ェ
ア
を
示
し
た
の
が
図

１
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

寡
占
状
態
は
、
二
○
○
二
年
の
航
空
業

界
再
編
成
時
に
政
府
主
導
で
三
大
キ
ャ

リ
ア
集
団
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

た
と
え
ば
「
中
航
集
団
」
は
中
国
国
際

航
空
公
司
・
中
国
航
空
総
公
司
・
中
国

西
南
航
空
公
司
な
ど
、「
東
航
集
団
」

は
中
国
東
方
航
空
集
団
公
司
・
中
国
西

北
航
空
公
司
・
中
国
雲
南
航
空
公
司
な

ど
、「
南
航
集
団
」
は
中
国
南
方
航
空
・

中
原
航
空
・
新
疆
航
空
・
中
国
北
方
航

空
な
ど
を
合
併
し
て
設
立
さ
れ
た
。

　

再
編
の
狙
い
は
、
国
際
競
争
に
耐
え

ら
れ
る
一
定
規
模
の
航
空
キ
ャ
リ
ア
の

創
出
に
あ
っ
た
が
、
注
目
す
べ
き
は
、

規
模
拡
大
と
並
ん
で
経
営
基
盤
強
化
の

た
め
に
、各
集
団
が
貨
物
業
務
の
拡
大
・

強
化
を
進
め
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え

ば
中
航
集
団
は
、
宅
配
を
主
業
務
と
す

る
民
航
快
逓
有
限
責
任
公
司
の
筆
頭
株

主
で
あ
る
。
東
航
集
団
は
、
傘
下
に
貨

物
輸
送
専
業
の
中
国
貨
運
航
空
公
司
と

飛
行
場
外
の
輸
送
を
担
当
す
る
上
海
東

方
運
航
物
流
公
司
を
擁
し
て
い
る
。
同

社
は
と
く
に
重
量
五
○
キ
ロ
以
上
の
貨

物
を
二
四
時
間
以
内
に
三
五
の
主
要
都

市
に
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
配
送
で
き
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
る
。
南

航
集
団
は
、
貨
物
運
輸
業
務
部
が
航
空

宅
配
、
特
殊
貨
物
・
普
通
貨
物
の
物
流

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
表
１
に

三
大
キ
ャ
リ
ア
に
属
す
る
航
空
貨
物
企

業
の
概
要
を
ま
と
め
た
。

大
西 

康
雄

中
国
の
航
空
貨
物
輸
送

―
現
状
と
展
望
―

●
貨
運
代
理
企
業
の
現
状

　

航
空
貨
物
の
貨
運
代
理
企
業
（
以
下
、

航
空
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
）
は
大
小
九
〇
〇

〇
社
あ
ま
り
と
さ
れ
る
が
、
本
稿
執
筆

時
点
で
そ
の
全
貌
を
知
り
う
る
統
計
や

資
料
は
得
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
全

体
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
出
自
別
に
四
つ
の
タ
イ
プ
が
存
在

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
は
、
政
府
部
門
を
含
む
大
型
物

流
企
業
の
航
空
貨
物
部
門
（
子
会
社
含

む
）
で
あ
る
。
中
国
郵
政
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、

鉄
道
部
所
属
の
中
鉄
快
運
、
中
航
集
団

の
子
会
社
の
民
航
快
逓
な
ど
で
あ
り
、

大
型
物
流
企
業
の
航
空
部
門
で
あ
る
中

外
運
空
運
発
展
有
限
公
司
も
こ
こ
に
分

図1　2014年の各航空集団公司延べ運輸量シェア（%）

（出所）中国民用航空局「2014 年民航行業発展統計公報」。
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類
さ
れ
る
。

　

第
二
は
、
独
立
系
物
流
企
業
の
航
空

貨
物
部
門
で
あ
る
。
こ
こ
に
属
す
る
の

は
民
営
企
業
で
あ
る
。
た
と
え
ば
大
田

集
団
の
航
空
貨
物
会
社
や
、
後
述
す
る

宅
配
業
に
依
拠
し
つ
つ
急
成
長
し
て
き

た
順
豊
快
運
、
宅
急
送
、
申
通
快
逓
な

ど
の
企
業
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
第
二
の
タ
イ
プ
の
う
ち
航

空
貨
物
に
特
化
し
た
企
業
で
あ
る
。
中

国
で
は
航
空
貨
物
に
限
ら
ず
、
鉄
道
貨

物
に
せ
よ
水
運
貨
物
に
せ
よ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
モ
ー
ド
の
終
端
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
に

至
る
部
分
の
発
展
が
遅
れ
て
お
り
、
こ

の
部
分
を
担
う
企
業
が
発
展
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
空
港
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
ま
で

（
ま
た
そ
の
逆
）
を
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
で

つ
な
ぐ
企
業
が
多
い
。

　

そ
し
て
第
四
は
、
外
資
系
イ
ン
テ
グ
レ

ー
タ
ー
のFedEx

（Federal Express

）

社
、
Ｕ
Ｐ
Ｓ
（United Parcel Service

）

社
、
Ｄ
Ｐ
Ｄ
Ｈ
Ｌ
（D

eutsche Post 
D

H
L

）
社
で
あ
る
。
彼
ら
の
主
戦
場

は
国
際
エ
ク
ス
プ
レ
ス
市
場
で
あ
る
が
、

各
社
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
ハ
ブ
に

指
定
し
て
い
る
香
港
・
中
国
の
空
港
が

い
ま
や
世
界
屈
指
の
空
港
に
成
長
し
て

い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
中
国
関
連

の
貨
物
の
重
要
性
が
高
ま
り
続
け
て
い

る
。

　

航
空
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
の
発
展
に
と
っ

て
最
大
の
問
題
は
、
航
空
キ
ャ
リ
ア
の

ほ
と
ん
ど
が
国
有
企
業
で
、
特
定
の
フ

ォ
ワ
ー
ダ
ー
が
キ
ャ
リ
ア
の
荷
物
ス
ペ

ー
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
お
り
、
他

企
業
が
事
実
上
参
入
で
き
な
い
こ
と
だ
。

こ
の
た
め
、
他
企
業
は
彼
ら
特
定
の
フ

ォ
ワ
ー
ダ
ー
に
業
務
委
託
（
中
国
語
：

転
包
）
す
る
し
か
な
い
。

●
物
流
企
業
へ
の
規
制

　

く
わ
え
て
、
航
空
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
は

以
下
の
よ
う
に
分
類
管
理
さ
れ
て
い
る
。

一
類 

：
国
際
線
、
香
港
・
マ
カ
オ･

台

湾
地
区
線
の
代
理
業
務
可
能
。
自

社
倉
庫
を
所
有
可
能
。

二
類 

：
国
内
線
の
代
理
業
務
可
能
。

三
類 

・
四
類
：
北
京
・
上
海
な
ど
の
中

枢
地
区
を
の
ぞ
く
国
内
線
で
の
代

理
業
務
可
能
。

　

一
類
の
ラ
イ
セ
ン
ス
は
事
実
上
限
ら

れ
た
企
業
に
の
み
許
さ
れ
て
お
り
、
国

内
航
空
キ
ャ
リ
ア
を
使
っ
て
国
際
航
空

輸
送
を
行
う
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
一
類

企
業
に
委
託
す
る
し
か
な
い
。
し
か
も

こ
の
分
野
に
は
独
特
な
慣
習（
中
国
語
：

潜
規
則
）
が
あ
り
、
個
別
キ
ャ
リ
ア
と

直
接
に
ビ
ジ
ネ
ス
で
き
る
企
業
は
限
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
企
業
は
、

キ
ャ
リ
ア
と
結
び
つ
い
た
企
業
に
荷
物

を
委
託
し
て
輸
送
し
て
も
ら
い
、
到
着

後
再
び
荷
物
を
受
け
取
る
必
要
が
あ
る
。

何
よ
り
も
問
題
な
の
は
、
輸
送
途
中
の

荷
物
の
管
理
や
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
な
い

こ
と
で
あ
る
。
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、

こ
う
し
て
何
重
に
も
委
託
さ
れ
る
荷
物

の
比
率
は
航
空
貨
物
の
七
○
％
に
達
し

て
い
る
と
い
う
。

　

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
が
発
展
す
る
余
地
が

非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
の
も
問
題
だ
。

一
定
規
模
に
達
し
た
後
で
自
前
の
輸
送

部
門
を
持
つ
に
は
、
中
古
の
飛
行
機
を

購
入
す
る
か
、
リ
ー
ス
利
用
す
る
し
か

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
う
し
た
規

制
は
業
界
の
発
展
へ
の
大
き
な
足
か
せ

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
次
に
み
る

航
空
宅
配
（
中
国
語
：
快
逓
）
輸
送
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

●
航
空
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
急
発
展

　

近
年
に
お
け
る
宅
配
業
の
急
発
展
に

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
二
○

一
一
年
以
降
の
成
長
は
さ
ら
に
加
速
し

て
お
り
、
二
○
一
四
年
の
取
扱
件
数
は

一
三
九
・
七
億
件
（
対
前
年
比
五
二
・
五

％
増
）
と
世
界
第
一
位
に
な
っ
た
。
急

成
長
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
ネ
ッ
ト
直

販
企
業
の
存
在
で
あ
る
。
中
国
で
は
流

通
業
の
近
代
化
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
多
く
の
消
費
者
が
ネ
ッ
ト
経

由
の
購
買
を
選
好
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
が
、
商
品
情
報
を
適
切
に
消
費

者
に
届
け
購
買
活
動
に
結
び
付
け
る
に

は
、
商
品
提
供
企
業
と
消
費
者
に
信
頼

さ
れ
る
注
文
・
支
払
い
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
か
つ
商
品
を
効
率
的
に
配
送
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
で
あ
る
。
こ

う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で

急
成
長
し
た
の
が
ア
リ
バ
バ
や
京
東
な

表 1　3大航空貨物企業の概要（2015 ～ 16 年の現況）

企業名 所属グループ
資本金 保有機 運行路線（注）

中国国際航空貨物 中航集団
32.35 億元

B747-400F� 3 機
B757-200F� 4 機
B777F� 6 機

上海ベース：フランクフルト、アムステルダム、ニューヨ
ーク、ロサンゼルス、ダラス、東京、大阪、台北、成都、
重慶

中国貨物航空 東航集団
9.5 億元

B777F� 6 機
B747-400F� 4 機
B757-200F� 1 機

上海ベース：シカゴ、ロサンゼルス、サンフランシスコ、
ダラス、パリ、コペンハーゲン、ルクセンブルク、東京、
大阪、ソウル、シンガポール、バンコク、香港

南方航空貨物運送 南航集団
資本金不明

B747-400F� 2 機
B777F� １2 機
A300-600� 1 機

上海・広州ベース：アムステルダム、ウィーン、フランク
フルト、ロサンゼルス、シカゴ、バンクーバー

（注）ベリー（旅客機の貨物スペース）利用を除く貨物専用路線。
（出所）各種報道より筆者作成。
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ど
の
ネ
ッ
ト
直
販
企
業
で
あ
り
、
航
空

キ
ャ
リ
ア
か
ら
み
る
と
彼
ら
は
一
種
の

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
と
し
て
こ
の
新
し
い
市

場
を
開
拓
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

ネ
ッ
ト
直
販
企
業
は
、
消
費
者
へ
の

ア
ピ
ー
ル
力
が
優
れ
て
お
り
、
今
で
は

風
物
詩
と
な
っ
た
感
す
ら
あ
る
「
独
身

者
の
日
」（
一
一
月
一
一
日
）
を
仕
掛

け
た
の
は
彼
ら
（
嚆
矢
は
ア
リ
バ
バ
）

で
あ
る
。
こ
の
日
に
買
い
物
を
す
る
と

大
幅
値
引
き
が
享
受
で
き
る
の
で
、
消

費
者
た
ち
は
注
文
受
付
開
始
を
待
ち
か

ね
た
か
の
よ
う
に
集
中
的
発
注
を
行
う
。

二
○
一
五
年
の
同
日
に
は
、
ア
リ
バ
バ

だ
け
で
九
一
二
億
元
（
約
一
兆
七
六
二

○
億
円
）
を
売
り
上
げ
た
と
さ
れ
、
商

品
の
配
達
の
た
め
に
一
〇
〇
万
人
の
宅

配
要
員
、
一
〇
〇
余
機
の
航
空
機
が
配

送
に
従
事
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
う
し

た
熱
狂
は
一
過
性
に
終
わ
ら
ず
に
、
着

実
に
宅
配
需
要
を
生
み
出
し
て
い
る 

。

　

一
方
、
航
空
キ
ャ
リ
ア
が
直
接
参
入

し
て
い
る
の
が
、
生
鮮
食
品
の
宅
配
サ

ー
ビ
ス
分
野
で
あ
る
。
生
鮮
食
品
は
輸

送
ス
ピ
ー
ド
へ
の
要
求
が
強
く
、
輸
送

料
金
を
高
め
に
設
定
で
き
る
こ
と
か
ら

航
空
キ
ャ
リ
ア
の
側
も
参
入
に
熱
心
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
大
手
キ
ャ
リ
ア
企

業
に
し
て
も
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
か
ら
獲
得
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。
と
く
に
生
鮮
食
品
の

場
合
、
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
や

顧
客
の
手
元
に
届
く
「
最
後
の
一
マ
イ

ル
」
の
管
理
が
難
し
い
。
今
後
は
、
自

前
の
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
な
が
ら
も
そ
れ

と
並
行
し
て
既
存
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
網
に
加
盟
す
る
方
式
が
主
流
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。

●
航
空
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
課
題

　

宅
配
業
の
幹
線
輸
送
に
お
け
る
こ
こ

数
年
の
モ
ー
ド
別
比
率
は
、
自
動
車
が

七
○
～
七
五
％
、
航
空
が
二
五
～
二
九

％
、
鉄
道
は
一
％
弱
で
あ
る
。
航
空
貨

物
全
体
が
伸
び
悩
み
の
傾
向
を
み
せ
る

な
か
で
、
航
空
宅
配
便
は
新
し
い
成
長

点
と
し
て
期
待
さ
れ
て
も
い
る
。
た
だ

し
、
航
空
宅
配
業
の
今
後
の
発
展
の
た

め
に
は
い
く
つ
か
の
ネ
ッ
ク
を
克
服
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
旅
客
機
の
荷
物
ス
ペ
ー
ス

が
宅
配
需
要
を
満
た
す
に
は
不
足
し
て

い
る
。
旅
客
機
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
配
分

比
率
は
、
午
前
便
二
一
：
午
後
便
五
一
：

夜
便
二
八
で
、
貨
物
便
は
一
般
に
午
前

○
～
六
時
の
時
間
帯
と
な
っ
て
お
り
、

日
中
に
集
荷
し
て
夜
に
発
送
す
る
宅
配

の
輸
送
需
要
に
対
応
で
き
て
い
な
い
。

既
述
の
よ
う
に
外
資
系
イ
ン
テ
グ
レ
ー

タ
ー
は
、
ハ
ブ
空
港
と
決
め
た
空
港
の

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
機
能
を
強
化
す
る
こ
と

で
ネ
ッ
ク
解
消
を
図
っ
て
い
る
。
第
二

に
は
、
貨
物
専
用
機
が
絶
対
的
に
不
足

し
て
い
る
。
国
内
企
業
に
よ
る
所
有
は

二
○
一
一
年
に
九
一
機
とFedEx

一

社
の
六
分
の
一
に
満
た
な
か
っ
た
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
民
営
宅
配
企
業
が

自
社
機
を
増
強
し
て
対
応
し
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
順
豊
は
、

二
○
一
三
年
現
在
、
貨
物
専
用
機
の
Ｂ

７
５
７
を
八
機
、
Ｂ
７
３
７
を
六
機
保

有
し
、
国
有
企
業
に
比
肩
す
る
規
模
と

な
っ
て
い
る
。
第
三
に
は
、
飛
行
場
の

貨
物
ス
ペ
ー
ス
の
配
置･

設
備
が
シ
ス

テ
ム
化
さ
れ
て
い
な
い
。
第
四
に
は
、

既
述
の
よ
う
に
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
は
キ

ャ
リ
ア
企
業
と
直
接
交
渉
が
で
き
ず
、

何
段
階
も
の
委
託
を
要
す
る
た
め
、
ユ

ー
ザ
ー
の
要
望
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
は
不
可
能
で
あ
る
。

●
行
政
の
現
状
と
課
題

　

民
間
航
空
行
政
の
基
本
法
は
『
中
華

人
民
共
和
国
民
間
航
空
法
』（
一
九
九
五

年
制
定
、
二
○
○
九
年
と
二
○
一
五
年

に
改
定
）
で
あ
る
が
、
近
年
に
お
け
る

航
空
行
政
の
基
本
的
方
向
性
を
理
解
す

る
上
で
は
、『
国
務
院
の
民
間
航
空
業

発
展
促
進
に
関
す
る
若
干
の
意
見
』

（
二
〇
一
二
年
）、『
国
務
院
弁
公
庁
の

民
間
航
空
業
発
展
重
点
工
作
分
業
方
案

の
印
刷
発
行
に
関
す
る
通
知
』（
二
○

一
三
年
）
が
重
要
で
あ
る
。
前
者
で
は
、

行
政
目
標
一
〇
項
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。

⑴ 

空
港
の
長
期
計
画
と
建
設
の
強
化

⑵ 

国
内
航
空
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
合

理
的
配
置

⑶ 

汎
用
航
空
の
発
展

⑷ 

国
際
航
空
市
場
で
の
競
争
力
強
化

⑸ 

輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

⑹ 

航
空
安
全
水
準
の
向
上

⑺ 

近
代
的
航
空
管
制
シ
ス
テ
ム
建
設
の

加
速

⑻ 

環
境
親
和
的
で
Ｃ
Ｏ
２
低
排
出
の
航

空
輸
送
の
構
築

⑼ 

国
産
民
用
航
空
機
製
造
の
積
極
的
支

援
⑽ 

航
空
周
辺
産
業
の
発
展
推
進

後
者
で
は
、
こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現
す

る
た
め
の
分
業
＝
実
施
体
制
が
明
文
化

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
四
．
国
際

的
航
空
競
争
力
増
強
」
に
責
任
を
負
う

官
庁
と
し
て
は
、
民
用
航
空
局
（
具
体

的
政
策
項
目
は
、
国
際
的
航
空
運
輸
開

放
政
策
の
研
究
、
取
り
ま
と
め
や
航
空

路
線
の
設
定
）、
国
有
資
産
監
督
管
理

委
員
会
（
同
、
企
業
の
育
成
、
競
争
力

強
化
）、
公
安
部
、
税
関
総
署
、
財
政
部
、

国
家
質
量
監
督
検
験
検
疫
総
局
、
な
ど

の
関
連
す
る
諸
官
庁
が
指
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
政
策
文
書
の
内
容
か
ら

う
か
が
え
る
よ
う
に
、
航
空
行
政
の
ス
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キ
ー
ム
は
次
第
に
規
範
化
さ
れ
つ
つ
あ

る
。

　

な
お
、
直
近
に
お
け
る
発
展
計
画
は
、

『
中
国
民
用
航
空
発
展
第
一
二
個
五
年

規
劃
』（
二
○
一
一
～
一
五
年
）
に
示

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
貨
物
輸
送

の
発
展
施
策
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
一
は
、
Ｍ
＆
Ａ
や
リ
ス
ト
ラ
に
よ

り
国
際
競
争
力
を
有
す
る
貨
物
輸
送
企

業
を
作
り
だ
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

政
策
当
局
が
一
貫
し
て
有
す
る
問
題
意

識
で
あ
り
、
二
○
一
五
年
六
月
に
も
三

大
キ
ャ
リ
ア
統
合
の
動
き
が
報
じ
ら
れ

た
。
実
現
す
れ
ば
、
ア
ジ
ア
最
大
の
航

空
貨
物
会
社
と
な
る
が
、
そ
の
後
事
態

は
進
展
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
三
大

キ
ャ
リ
ア
の
経
営
効
率
は
悪
く
、
単
純

に
合
併
し
て
も
利
益
が
上
が
る
体
質
に

な
ら
な
い
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
第
二

に
は
、
単
な
る
貨
物
輸
送
か
ら
空
運
物

流
サ
ー
ビ
ス
へ
の
進
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
鉄
道
・
道
路
輸

送
・
水
運
な
ど
他
の
輸
送
モ
ー
ド
と
連

携
し
、
航
空
会
社
自
身
も
電
子
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
他
の
物
流
企
業
と

連
結
す
る
こ
と
、
航
空
宅
配
事
業
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
第
三

に
は
、
航
空
貨
物
の
国
際
的
ハ
ブ
空
港

の
建
設
。具
体
的
に
は
⑴
環
渤
海
地
区
：

北
京
・
天
津
を
主
と
し
て
大
連
、
青
島
、

済
南
、
石
家
荘
で
補
う
、
⑵
長
江
デ
ル

タ
地
区
：
上
海
を
主
と
し
て
杭
州
、
南

京
で
補
う
、
⑶
珠
江
デ
ル
タ
地
区
：
広

州
を
主
と
し
深
圳
で
補
う
、
の
三
大
ハ

ブ
体
制
で
あ
る
。
第
四
に
は
、
上
記
以

外
に
、
瀋
陽
、
ア
モ
イ
、
鄭
州
、
武
漢
、

成
都
、
重
慶
、
昆
明
、
西
安
、
ウ
ル
ム

チ
な
ど
の
空
港
に
航
空
貨
物
ハ
ブ
を
建

設
し
、
国
際
航
空
路
線
と
内
陸
航
空
路

線
を
繋
ぐ
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。

●
航
空
周
辺
産
業
の
育
成

　

近
年
、
航
空
周
辺
産
業
の
育
成
が
強

調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
第
一
に
、
航
空
運
輸
需
要
を
も
た
ら

す
産
業
チ
ェ
ー
ン
を
育
成
し
よ
う
と
す

る
発
想
に
基
づ
く
。
実
際
の
需
要
予
測

を
誤
っ
て
無
駄
な
空
港
が
建
設
さ
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
逆
に
空
港
の
手
狭
さ
が

航
空
輸
送
そ
の
も
の
の
発
展
を
阻
ん
だ

り
し
た
反
省
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
空
港
を
擁
す
る
地
方
政
府

が
空
港
を
軸
と
し
た
産
業
集
積
形
成
計

画
を
立
案
す
る
例
が
増
え
て
い
る
。
こ

ち
ら
は
、
港
湾
や
鉄
道
な
ど
交
通
イ
ン

フ
ラ
に
依
拠
し
て
産
業
発
展
を
図
る
発

想
に
基
づ
く
。

　

航
空
周
辺
産
業
は
、
⑴
航
空
運
輸
業

そ
の
も
の
、
⑵
航
空
物
流
業
、
⑶
ハ
イ

テ
ク
製
造
業
、
⑷
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
展
示

業
、
⑸
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
産
業
な
ど
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
産
業
を
都
市
発
展
計

画
に
組
み
込
ん
だ
ケ
ー
ス
と
し
て
は
天

津
市
が
有
名
で
あ
る
。
同
市
は
こ
れ
ま

で
に
エ
ア
バ
ス
三
二
〇
の
組
み
立
て
工

場
を
手
始
め
に
関
連
す
る
下
流
企
業

一
〇
〇
社
近
く
を
誘
致
し
、
飛
行
機
部

品
か
ら
航
空
機
組
み
立
て
、
修
理
、
人

員
育
成
、
飛
行
場
設
備
製
造
な
ど
か
ら

な
る
産
業
チ
ェ
ー
ン
を
形
成
し
て
い
る
。

同
市
の
二
○
一
二
年
の
航
空
産
業
生
産

額
は
五
〇
〇
億
元
（
当
時
レ
ー
ト
で
約

六
三
○
○
億
円
）
に
達
し
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、
⑴
航
空
機
製
造
業
主
導
産
業

と
す
る
上
海
、
瀋
陽
、
ハ
ル
ピ
ン
、
西

安
、
南
昌
。
⑵
Ｉ
Ｔ
製
造
業
を
主
導
産

業
と
す
る
重
慶
。
⑶
近
代
的
農
業
（
花

卉
栽
培
）
を
主
導
産
業
と
す
る
昆
明
、

迪
慶
（
雲
南
省
）
も
成
功
例
に
あ
げ
ら

れ
る
。

●
航
空
自
由
化
へ
の
対
応

　

最
後
に
、
航
空
自
由
化
へ
の
対
応
に

触
れ
て
お
き
た
い
。
中
国
は
ア
メ
リ
カ

と
の
部
分
的
航
空
自
由
化
協
定
調
印

（
二
○
○
四
年
）
以
降
、
自
由
化
措
置

を
拡
大
し
て
き
て
お
り
、
日
本
と
の
間

で
も
二
○
一
二
年
に
は
「
航
空
自
由
化

（
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
）
協
定
」
を
締
結

す
る
な
ど
先
進
諸
国
と
の
間
で
自
由
化

を
推
進
し
て
き
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
な
ど
途
上
国
と
の
間
で
も
自
由
化
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て

は
、
二
○
一
○
年
の
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・

中
国
航
空
協
定
」
調
印
以
降
、
す
で
に

第
三
の
自
由
（
航
空
機
の
登
録
国
で
積

み
込
ん
だ
貨
客
を
積
み
降
ろ
す
権
利
）、

第
四
の
自
由
（
航
空
機
の
登
録
国
に
向

か
う
貨
客
を
積
み
込
む
権
利
）
が
発
効

し
、
第
五
の
自
由
（
協
定
外
の
第
三
国

に
向
か
う
貨
客
を
積
み
込
み
、
ま
た
は

第
三
国
の
領
域
か
ら
の
貨
客
を
積
み
降

ろ
す
権
利
）
に
つ
い
て
も
加
盟
国
の
署

名
が
完
了
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
間
に
は
、
密
度

の
高
い
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
形
成
さ

れ
て
い
る
だ
け
に
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
の
流

れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
航
空
自
由
化
の

意
義
に
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、

航
空
自
由
化
で
世
界
に
開
か
れ
た
航
空

路
線
は
、
今
後
と
も
継
続
さ
れ
る
空
港

整
備
を
通
じ
て
内
陸
部
ま
で
を
繋
い
で

い
く
。
こ
う
し
た
物
流
の
改
善
は
、
最

近
喧
伝
さ
れ
て
い
る
「
一
帯
一
路
」
構

想
に
も
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
る
。
航
空

自
由
化
、
空
港
イ
ン
フ
ラ
整
備
、「
一

帯
一
路
」
構
想
の
三
者
が
あ
い
ま
っ
て

内
陸
部
と
中
央
ア
ジ
ア
・
コ
ー
カ
サ
ス

諸
国
と
の
経
済
交
流
を
促
進
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
お
お
に
し　

や
す
お
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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